
授業科目名／Course Title教育心理学／Educational Psychology

講義科目授業区分
／Regular or Intensive週間授業 授業方法

／Lecture or Seminar

対象学科／Department全学科開講学期／Course Start2019年度／Academic Year　　後期／Second
教職課程　教職に関する科目授業科目区分／Category木/Thu　7,木/Thu　8開講曜限／Class period

T6336時間割コード／Registration
Code

必修・選択
／Mandatory or Elective選択

対象学年／Year 2年,3年,4年 単位数／Number of Credits2.0

前田　潤担当教員名／Lecturer

前田　潤(前田潤：maedaj@mmm.muroran-it.ac.jp)連絡先（研究室、電話番号、電子メールなど）／Contact

前田　潤(前田潤：（水）13：００－14：００)オフィスアワー（自由質問時間）／Office hours

授業のねらい／Learning Objectives
 教育心理学は、人間の持つ可能性と環境、教育条件と発達変化との関連を明らかにする。本講義では、特に発達や学習、対人関係など
から現在の学校教育における諸問題について論じ、教育の本質を問い、考えてみたい。そして教育現場で教員として対処すべき諸課題
を体験し、教員としての実地能力を身につける。
到達度目標／Outcomes Measured By:
"1. 教育心理学における基本的事項を学び、理解する
2. 今日の学校教育現場や関連する領域において発生する様々な事象を、教育心理学の観点からとらえ直すことができるようになる。
3. 教育にかかわる人間事象を教員として検討し、課題解決の糸口を見出せるようになる。
"
授業計画／Course Schedule
総授業時間数；22.5時間

１．教育心理学とは何か
２．発達のプロセス（生後から児童期まで）
３．発達のプロセス（思春期から青年期）
４．学習と動機づけ
５．知能
６．性格
７．学力と評価
８．集団と個性
９．教師と生徒、大人と子供
１０．不適応行動
１１．学校問題のトピックに関わる体験学習
１２．教育問題のトピックに関わる体験学習
１３．生徒指導のトピックに関わる体験学習
１４．教師を巡るトピックに関わる体験学習
１５．まとめ
（16．定期試験）
講義に関わる自己学習も怠らないよう努めて下さい。
教科書／Required Text

参考書等／Required Materials

教科書・参考書に関する備考
教科書]

[参考書]

[備 考]
講義内容をまとめたプリントや参考資料はその都度配布する。
成績評価方法／Grading Guidelines
100点満点中６０点以上を合格とする。達成度目標１から３までを試験（60%）、毎回の小レポート（40%）で評価を行う。不合格者は再
履修とする。
履修上の注意／Please Note
欠席4回以上の場合は、定期試験の受験資格を自動的に喪失するものとします。公欠の場合は欠席にはカウントされません。また、グル
ープによる体験学習が講義の大きな部分を占めていますので、積極的な参加を求めますので、グループワーク、ロールプレイを楽しむ
つもりで参加して欲しいと思います。
教員メッセージ／Message from Lecturer
これまで教育を受けてきて今最高学府にいる学生諸君に、教育を受けるという受動的な立場から、教育そのものを捉え直す機会にして
欲しいと思います。単に理想的な有り得べき教育または教師像を求めるのではなく、そもそも教育とは何であるのかを考える機会とな
るような講義にしたいと思っています。

学習・教育目標との対応／Learning and Educational Policy

＜JABEEの学習・教育目標との関連＞
該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる能力



機械システム工学コースの学習・教育到達目標との対応
(A) 多面的考察力の修得
関連科目／Associated Courses

こころの科学、現代心理学、認知心理学

備考／Notes


